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松園の未来を語ろう！ 

～Reborn! Matsuzono フォーラム１の開催～ 
 

松園地区は、昭和 40年代以降、岩手県住宅供給公社等による宅地開発により、良好な住宅地

が形成されてきましたが、入居開始から約 50年が経過し、高齢化が進み、少子化と相まって人

口減少が顕著になっています。 

令和２年３月には、多様な世代が安心して住み、働き、交流できる場等として住宅団地再生

を図るため、内閣府を始めとする関係府省庁の伴走型支援（ハンズオン支援）の対象地区とし

て選定されています。 

この度、松園地区の住宅団地再生に向けた取組を地域住民が一緒に考えていく機会として、

先進事例を学ぶ事例研究と参加者による意見交換を行い、今後の実行計画の検討に活かすため、

地元有志の「MATSUZONO Reborn プロジェクト研究会」（代表 藤澤大祐）の主催により、次の

とおり「Reborn! Matsuzono フォーラム１」が開催されますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

【日 時】令和５年 11月 23日（木） 13時 30分から 15時 30分まで（開場 13時 00分） 

【場 所】松園地区公民館 多目的ホール 

【プログラム】13時 30分～13時 40分  オリエンテーション 

13時 40分～14時 30分  事例研究（高蔵寺
こうぞうじ

リ・ニュータウン計画） 

14時 35分～15時 25分  意見交換 

【対 象】松園地区の住民ほか 

【出席者】 

事例研究講師 

 松山 晴貴（愛知県春日井市まちづくり推進部ニュータウン創生課 企画担当主任） 

意見交換助言者 

 平林  剛（内閣府地方創生推進事務局 参事官） 

勝又 賢人（国土交通省住宅局市街地建築課 市街地住宅整備室長） 

戸塚 勇孝（公益財団法人区画整理促進機構 まちづくり推進部長） 

意見交換進行 

伊藤 夏樹（国土交通省国土交通政策研究所 主任研究官、松園出身） 

【定 員】先着 150名 

     ※ 会場に来られない方等のために Web配信を行います。 

【入場料】無料 

【主 催】MATSUZONO Reborn プロジェクト研究会（共催：盛岡市） 

【添付資料】フォーラム開催案内のチラシ 

 

盛岡市プレスリリース 
～みどり、にぎわい、なつかしさ 私のまち盛岡をみがこう～ 

令和５年11月13日 

都市整備部 

都市計画課 

【問い合わせ先】 

盛岡市都市整備部都市計画課 

担当：齋藤 剛、藤澤 正和 

TEL：019-639-9051 



テーマ 入居開始から５０年

高蔵寺リ・ニュータウンを知って

その先の未来を語ろう！
日時 2023.11.23(木)

13:30-15:30（開場13:00）

会場 松園地区公民館多目的ホール
入場は事前申し込みの先着１５０名限定。

当日はオンラインでライブ配信します。

構成 第１部 事例研究

第２部 意見交換
詳しくは裏面をご覧ください。

(主催)MATSUZONO Reborn プロジェクト研究会

(共催)盛岡市 (ハンズオン支援)内閣府・国土交通省

(助成)区画整理促進機構（街なか再生助成金対象事業）

《参加方法》申込期限：１１月１７日

会場で参加する
対  象：小学５年生以上で、松園に住んでいる方、

住んでいた方、住みたいと思っている方、
松園で働いている方。

申込方法：右の二次元コードや研究会 HP、
     又は下記連絡先に次の事項を添

えてお申し込みください。
・氏名  ・年齢

・連絡先

（電話・メール・FAX のどれか）

オンラインで視聴する
上記連絡先にメールでお申し込みください。
配信 URL をお知らせします。

連絡先：事務局長 村井

メール：murai1106@space.ocn.ne.jp

スマホ：090-2606-8178

F A X ：019-661-8791

自動運転
ミニバス

多機能複合拠点



プログラム

ご挨拶（１３：３０～１３：４０）

    （主催）MATSUZONO Reborn プロジェクト研究会 代表 藤澤 大祐

    （共催）盛岡市 市長 内舘 茂
    

第１部 事例研究（１３：４０～１４：３０）

高蔵寺リ・ニュータウンを知ろう！
高蔵寺ニュータウンでは多角的・総合的な再生計画を策定して実践していますが、今回はその中から

次の 3 点に絞ってオンラインの映像でご紹介いただき、質疑応答を行います。

①高蔵寺リ・ニュータウン計画の概要
       ２０１６年３月に策定（２０２１年３月に改訂）した「高蔵寺リ・ニュータウン計画」と、その

進捗状況の概要をご紹介いただきます。

②地域公共交通の取り組み例
       「高蔵寺ニューモビリティタウン構想」の概要と、実際に行われているオンデマンド型の「自動

運転送迎サービス」「乗合いタクシー」や「自動運転ミニバス」等をご紹介いただきます。

③多機能複合拠点の取り組み例
       小学校の統廃合により空き施設となった 2 校の活用事例をご紹介いただきます。

特に、すでに活発に活動している多機能複合拠点「グルッポふじとう」について詳しく伺います。

【講 師】 松山 晴貴 氏
        愛知県春日井市まちづくり推進部ニュータウン創生課 企画担当主任

第２部 意見交換（１４：３５～１５：２５）

その先の未来を語ろう！
研究会からこれまでにいただいた住民の皆様のご意見を紹介し、国などの専門家の助言をいただき

ながら、①地域公共交通②中心づくりについて、会場にご参加の皆様と意見交換を行います。

【研究会】 藤澤 大祐 代表 他

【助言者】 平林 剛 氏
内閣府地方創生推進事務局参事官

勝又 賢人 氏
国土交通省住宅局市街地建築課市街地住宅整備室長

戸塚 勇孝 氏
公益財団法人区画整理促進機構まちづくり推進部長

【進 行】 伊藤 夏樹
研究会会員・発起人（国土交通省国土交通政策研究所）


